平成28年度版「未来へひろがるサイエンス」観点別特色一覧表

※付録CDに，この観点別特色一覧表のデータを用意しています。
１．教育基本法（教育の目標）第2条及び（学校教育）第6条第2項，学校教育法との関連　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	観　点
	啓　林　館　の　特　色
	具　体　例

	教育基本法第二条
一　幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培うとともに，健やかな身体を養うこと。
	・実生活における活用や論理的な思考力の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を心がけています。
・学習したことや身のまわりの事象への疑問に対して，探究する手法を提示することを通して，真理を究める態度を育成するようにしています。
	●知識と教養
[全学年] 本文の記述全般
[全学年] マイノート全般
●探究する手法　きみも科学者
[１年]p.230-235
[２年]p.246-249
[３年]p.264-267

	教育基本法第二条
二　個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精神を養うとともに，職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うこと。
	・発展的な学習内容を数多く紹介し，個に応じた学習に対応しています。
・「ぶれいくtime」で，身近な生活に関連した話題を紹介しています。特に「部活ラボ」は学校生活に直結しています。
・「はたらく人に聞いてみよう！」で，仕事を通じて理科の学習が身のまわりの生活にどのようにいかされているかを紹介しています。
	●発展的な学習内容
[１年]p.43,159 [２年]p.84 [３年]p.96など
●部活ラボ
[１年]p.35,205 [２年]p.39,91 [３年]p.95など
●はたらく人に聞いてみよう！
[１年]p.23,65,128,171,189

[２年]p.21,85,161,240 
[３年]p.26,41,111

	教育基本法第二条
三　正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと。
	・安全上の留意点に配慮し，個々が責任をもって観察・実験を進められるよう手順をていねいに示し，マークによっても注意喚起しています。
・男女の役割を固定せず，生徒一人ひとりが互いに協力しながら，観察・実験，考察や話し合い等を進めていけるよう配慮しています。
・デザインや配色にあたっては，色覚の個人差を問わず，より多くの人に必要な情報が伝わるよう心がけています。
	●実験を正しく安全に進めるために
[１年]p.112-119
[２年]p.118-119
●観察・実験の注意マーク
[１年]p.⑤ [２,３年]p.③
●理科における話し合いと発表
[１年]p.256-257

[２年]p.266-267

	教育基本法第二条
四　生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うこと。
	・生命の歴史や連続性について紹介し，命の尊さを実感できるようにしています。
・動物を観察する活動では，動物に負担をかけないように，手早く行い，傷を付けないように注意を促しています。
・低学年では，環境への意識の芽生えを大切にし，高学年では持続可能な社会の実現に集約していくことができるように，全学年にわたって適所に環境に関する話題などを紹介しています。
	●命の尊さ
[１年]p.2-3 [２年]p.58-59など
[３年]p.①,②,2-3など
●動物の観察
[２年]p.25,47

●環境への意識の芽生え，持続可能な社会
[１年]p.①②③④,174-175,238,243など
[２年]p.62-63,79,114-116,252,254など
[３年]p.41,80,201-263,271-272,274など

	教育基本法第二条
五　伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。
	・「科学偉人伝」や「近代科学・技術の発展」「ノーベル賞の受賞～日本が誇る科学技術～」で，自然科学・科学技術の発展に大きく貢献した科学者や技術者を紹介しています。
・「先人の知恵袋」で，昔の人が見つけた知恵や現在まで受け継がれている様々な工夫などを紹介しています。
・「地域・環境資料集」で，全国の様々な地域の自然や科学に関する話題を取り上げ，郷土と我が国を愛する心を育むようにしています。
	●科学偉人伝
[１年]p.48,53,210

[２年]p.5,57,73,138-139,220,238など
[３年]p.23,25,99,106,180
●先人の知恵袋
[１年]p.91,155 [２年]p.165

[３年]p.131,214,241
●地域・環境資料集
[１年]p.236-249 [２年]p.250-263
[３年]p.268-281

	教育基本法第六条
２　前項の学校においては，教育の目標が達成されるよう，教育を受ける者の心身の発達に応じて，体系的な教育が組織的に行われなければならない。この場合において，教育を受ける者が，学校生活を営む上で必要な規律を重んずるとともに，自ら進んで学習に取り組む意欲を高めることを重視して行われなければならない。
	・理科を学習していく上での心構えが確認できるコーナーを設けています。
・興味・関心をもって学習に取り組むことができるよう単元や章の導入を工夫しています。
・観察・実験には「目的」を新設して，解決すべき課題を示しています。「方法」はステップ分けにより，見通しをもって取り組むことができます。
・記述式が得意でない生徒のために，マイノートには，書き出しや結びの文を示して思考を引き出しやすくしています。
・本冊の「話し合ってみよう」やマイノートの「サイエンスアプローチ」で教え合い，学び合いによる協働学習ができるようにしています。
・「はたらく人に聞いてみよう！」で，学習内容と社会とのつながりが実感できるように，現場で働く人の声をインタビュー形式で掲載しています。
	●教科書の使い方
[１年]p.⑤⑥ [２,３年]p.③④
[マイノート全学年]p.①②
●きみも科学者「探究の進め方」「探究の道しるべ」「自由研究のテーマ例」
●サイエンスアプローチの記述補助
[マイノート1年]p.3,9,15,22など
●話し合ってみよう
●協働学習の場面
[マイノート１年]p.6,12

[マイノート２年]p.6

[マイノート３年]p.8,18
●はたらく人に聞いてみよう！
[１年]p.23,65,128,171,175,189
[２年]p.21,85,161,240
[３年]p.26,41,111　

	学校教育法第三十条
②　前項の場合においては，生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力を育み，主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用いなければならない。
	・本文は，問題解決・課題解決の流れを大切にして，主体的に順序立てて見通しをもちながら考える力，論理的に考える力，判断する力が養えるようにしています。
・適所に，根拠をもって予想する場面「予想してみよう」，結果や事実をもとに考える場面「考えてみよう」，クラス内で話し合い，協働学習する場面「話し合ってみよう」を設定し，思考の広がりや深まりとともに，判断力，提案力の基礎を培うようにしています。
・「活用してみよう」を新設し，学習したことを日常生活の場面で活用できないかを考えたり，説明したりする場面を設定しています。
	●課題を解決するための展開
[全般]「章導入→節タイトル→学習課題→考察活動→観察・実験→考察活動→まとめ」という流れ
●考察の場面
[本冊全体]「予想してみよう」
「考えてみよう」「話し合ってみよう」
「活用してみよう」
●観察・実験の予想，計画，分析，解釈
[マイノート全学年]サイエンスアプローチ
●基礎から応用までの学習の定着
[マイノート全学年]ステップアップ
●活用してみよう
[１年]p.22,171,200,213,219
[２年]p.37,77,161,211
[３年]p.64,131,144,240


２．学習指導要領　中学校理科の目標との関連　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	観　点
	啓　林　館　の　特　色

	①自然の事物・現象に進んでかかわること。
	・生徒が主体的に疑問を見付け，学習意欲を喚起し，自然の美しさ，精妙さ，偉大さを実感できるように導入部分を特に充実させています。
・単元の導入は見開きでダイナミックな構成とし，生徒の興味・関心を高めます。続く章導入でも，紙面の上部に見開きのダイナミックな導入写真を置き，学習への興味・関心をより強く抱けるようにし，自然の事物・現象に進んでかかわることができるようにしています。

	②目的意識をもって観察・実験などを行うこと。
	・観察・実験には，「目的」を新設して，観察・実験を何のために行うかを明示しています。
・考察の場面やマイノート「サイエンスアプローチ」では，どのような結果が予想されるかを考えさせ，生徒が目的意識をもって学習を進められるようにしています。また，観察・実験の結果，何がわかるようになったかを考察の場面やマイノート「サイエンスアプローチ」ではっきりさせ，一連の学習を自分のものとすることができるようにしています。
・観察・実験の方法はステップ分け（ステップ①，ステップ②…）し，見通しをもって取り組むことができるようにしています。

	③科学的に探究する能力の基礎と態度を育てること。
	・観察・実験に際しては，計画を立て，結果を処理し，グラフ化したり，それらを分析して解釈したり，表現したりすることが必要です。本教科書では，探究的な流れを大切にして，本編は「章導入→節タイトル→学習課題→考察活動→観察・実験→考察活動→まとめ」という流れにしています。これにより，主体的に順序立てて見通しをもちながら観察・実験の計画，分析，解釈をしながら，探究する能力の基礎と態度を育てることができるようにしています。
・特に1年で初めて探究的な展開をするところでは，手順もていねいに示しています。
・「きみも科学者」の「探究の道しるべ」では，探究方法からレポートのまとめ方まで具体例を示して詳しく解説しています。

	④自然の事物・現象についての理解を深めること。
	・獲得した知識を整理し，体系化できるようにしています。日常生活や社会とのかかわりの中で，科学を学ぶ楽しさや有用性を実感できる教材を豊富に用意し，生徒が自らの力で知識を獲得し，理解を深めて体系化することができるようにしています。

	⑤科学的な見方や考え方を養うこと。
	・科学的な見方や考え方を養うということは，自然を科学的に探究する能力や態度が育成され，自然についての理解を深めて知識を体系化し，いろいろな事象に対してそれらを総合的に活用できるようになることです。本教科書では，読んで理解する本冊と，書いて理解するマイノートを活用して，科学的な見方や考え方を多様な方法で養うことができるようにしています。
・自然環境の保全や科学技術の利用に関する問題などでは，獲得した知識を総合して活用する必要があります。人間が自然と調和しながら持続可能な社会をつくっていくために，身の回りの事象から地球規模の環境までを視野に入れて，科学的な根拠に基づいて賢明な意思決定ができるような力を身に付けるため，本教科書では3年の最終単元を「環境編」として独立させ，科学的な見方や考え方を総合的に養えるようにしています。


３．内容の選択・取扱い
①基礎的・基本的な内容の習得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	観　点
	啓　林　館　の　特　色
	具　体　例

	1．見通しと目的意識をもった学習が行えるよう，単元の目標や課題が適切に示されているか。
	■単元導入
・各単元の最初のページ（単元導入）で，「単元のねらい」を確認し，見通しをもって学習を進めていくことができるようにしています。
	●単元導入
[1年]p.14-15,120-121など
[2年]p.64-65,182-183など
[3年]p.2-3,84-85,202-203など


	２．基礎的・基本的な内容，言葉や概念を習得するための工夫がされているか。
	■ていねいな本文の記述
・重要語句の定義や観察・実験のまとめなど，ていねいでわかりやすい本文の記述によって，基本的な内容の定着が図れるようにしています。
	[1年]p.20-21,86-87,128-129,216-217など
[2年]p.92-93,148-149など
[3年]p14-15,150-151,222-223など

	
	■基礎・基本の確実な習得と評価
・「学習のまとめ」では，単元全体の基本事項の確認や整理ができます。
・マイノートの「基本のチェック」の「用語の確認」，「観察・実験の確認」，「要点の確認」で，基本的な言葉や概念を確実に定着できるようにしています。
	●学習のまとめ
[1年]p.54-55,172-173など
[2年]p.112-113,242-243など
[3年]p.28-29,134-135,260-261など
●基本のチェック
[マイノート1年]p.24-31,36-41,
46-53,58-63など

	３．既習内容を定着させるため，繰り返し学習させる内容は充実しているか。
	■既習内容の確認
・各章の章導入および単元内の適所に「ふり返り」を設け，小学校理科や下位学年の既習事項を確認した上で，新たな学習に取り組めるようにしています。
	●ふり返り
[1年]p.16,21,122,150-151など
[2年]p.66,70,184,188,222-223など
[3年]p.14,68,112,156,204など

	
	■繰り返し学習
・重要語句は，単元末の「学習のまとめ」，マイノートの「用語の確認」で，青色シートも利用して繰り返し復習できるようにしています。
	●学習のまとめ
[1年]p.106-107,226-227など
●用語の確認
[マイノート1年]p.24,36,46,58など

	４．内容の程度は，生徒の発達段階に即して適切であるか。
	■発達段階への配慮
・１年の最初に，序章「自然の中に生命の営みを見つけてみよう」という小学校理科のような小さな単元を設定し，小・中学校の理科をスムースにつなぐようにしています。
・「なるほど」では，間違いやすいことや勘違いしやすいことを正しく理解するための情報を提供しています。
	●１年「自然の中に生命の営みを見つけてみよう」
[1年]p.2-11
●なるほど
[1年]p.52,69,184,213
[2年]p.8,28,76,146,149,203,219など
[3年]p68,127,129,190,234など

	５．全国学力・学習状況調査で明らかになったような，生徒のつまずきなどの課題に対して適切な対応がとられているか。
	■全国学力・学習状況調査への対応
・課題があるとされた観察・実験の計画，分析，解釈は，マイノートの「サイエンスアプローチ」で，記述・表現する活動を通して，日常的に取り組めるようにしています。
・課題であるとされた定量的な扱いについては，全学年の「理科でよく使う算数・数学」で，計算の仕方や，算数や数学の考え方を紹介し，マイノートで練習できるようにしています。
	●サイエンスアプローチ
[マイノート1年]p.6,11,12,21など
[マイノート２年]p.3,7,15,22など
[マイノート３年]p.3,5,8,14,17など
●理科でよく使う算数・数学
[1年]p.252-255 [2年]p.264-265
[3年]p.286-287
[マイノート1年]p.70-71 [マイノート2年]
p.72-73 [マイノート3年]p.72-73


②科学的な思考力・判断力・表現力の育成
	６．科学的な思考力・判断力・表現力等を育成するための配慮がされているか。

	■主体的な問題解決による科学的な思考力の育成
・各単元は，学習課題を軸とした問題解決の流れを繰り返し，主体的で探究的な学習サイクルに
よって，科学的な思考力が身に付くようにしています。
・単元の学習をさらに深めるために，全学年に「きみも科学者」を設け，「探究の道しるべ」では探究の流れをわかりやすく示しています。
	●問題解決の流れ
[1年]p.32-35,79-81,123-127,
180-183など
●きみも科学者「探究の道しるべ」
[1年]p.230-231
[2年]p.246-247
[3年]p.264-265



③主体的な学び
	７．探究的な学習の流れを重視し，生徒自ら主体的に課題を設定し，課題解決的な学習を行うことについて配慮されているか。
	■問題解決・課題解決を意識した探究的な展開
・1年のはじめの探究的な展開の場所で，「課題の発見→課題の解決→新たな課題の発見」という探究的な学習の流れを具体的な事例を通して理解できるようにしています。
	[１年] p.4-7,123-127

	８．興味・関心をもって学習に取り組め，学習意欲を向上させるよう工夫されているか。
	■導入部の工夫
・各単元の最初の見開きページは，ダイナミックな紙面の「単元導入」で，単元の学習への興味・関心を喚起します。さらに各章の導入では，紙面の上部に見開きのダイナミックな写真を置き，興味・関心をより強く喚起します。
■豊富なコラム
・各所に興味をひくコラム「ぶれいくtime」を設け，生徒の学習意欲を向上させます。「ぶれいくtime」には，生徒の学校生活に直結する「部活ラボ」，キャリア教育につながる「はたらく人に聞いてみよう！」，科学の発展に貢献した人を紹介する「科学偉人伝」，伝統文化や生活の中に伝わる知恵を科学で解き明かす「先人の知恵袋」などを用意しています。
	●単元導入
[１年]p.58-59 [２年]p.2-3 [３年]p.32-33など
●章導入
[１年]p.16-17 [２年]p.184-185 
[３年]p.112-113 など
●部活ラボ
[１年]p.35,133,205
[２年]p.39,91,132,214 [３年]p.95,166
●はたらく人に聞いてみよう！
[１年]p.23,65,128,171,175,189
[２年]p.21,85,161,240 [３年]p.26,41,111
●科学偉人伝
[１年]p.48,53,210 [２年]p.57,73,138,220
[３年]p.25,99,180 など
●先人の知恵袋
[１年]p.91,155 [２年]p.165
[３年]p.131,214,241

	９．学習の進め方や考え方，学習活動の取り組み方が適切に取り上げられているか。
	■教科書の使い方
・本冊，マイノート巻頭の「教科書の使い方」，「マイノートの使い方」で教科書の使い方や学習の進め方がわかるようにしています。
■理科における話し合いと発表
・国語科との関連も意識して，話し合いと発表の基本をていねいに解説しています。
■ICTの活用
・情報の入手，データ処理，結果の共有・発表場面を具体的な学習内容を通して紹介しています。
	●教科書の使い方
[１年]p.⑤⑥ [２,３年]p.③④ 
[マイノート全学年]p.①②
●理科における話し合いと発表
[１年]p.256-257

[２年]p.266-267

●ICTの活用
[１年]p.52,163,234,250-251 
[２年]p.89,248 [３年]p.61 など

	１０．学んだ内容を活用して，生徒の個性をいかした自由研究ができるよう工夫されているか。
	■自由研究の進め方，レポート例
・「きみも科学者」では，研究の手引きとなる「探究の道しるべ」，「レポート例」，「テーマ例」で構成し，手本となると同時に生徒の個性がいかされるよう多様な考え方や方法を提示しています。
	●きみも科学者
[１年]p.230-235
[２年]p.246-249
[３年]p.264-267


④日常生活，実生活・実社会との関連
	１１．学習内容を日常生活や実生活・実社会と関連付けて，関心を高め，理科を学ぶ意義や有用性を実感させる工夫がされているか。
	■日常生活や社会との関連を意識したコラム
・コラム「ぶれいくtime」では，キャリア教育につながる「はたらく人に聞いてみよう！」，日常生活で育まれてきた理科の知恵を紹介する「先人の知恵袋」など，実生活や実社会と関連付けた内容を充実させています。
■日常生活の場面に関連した問題
・マイノート「力だめし」では，日常生活の場面をいかした問題を設定しています。
	●ぶれいくtime
[１年]p.23,65,91,128,155,171,189
[２年]p.21,85,161,165,240
[３年]p.26,41,111,131,214,241
●マイノート「力だめし」
[マイノート１年]p.33,43,44,66
[マイノート２年]p.35,44,68

[マイノート３年]p.36,58

	１２．社会的状況を反映した題材を取り上げ，生徒が興味をもって学習できるよう配慮されているか。
	■未来へつながる題材
・各単元末の「ひろがる世界」では，社会状況を反映した話題，最新の科学技術，防災・減災，エネルギーに関する話題など多方面から取り上げ，単元の学習を広げ，深めるようにしています。
■NIE（Newspaper In Education)を意識した問題
・新聞記事を題材にした問題を設けています。
	●ひろがる世界
[１年]p.56-57,108-110,174-175,228-229
[２年]p.62-63,114-116,180-181,244-245
[３年]p.30-31,78-80,136-137,200,262-263
●NIE　[マイノート１年]p.44
[マイノート２年]p.44
[マイノート３年]p.36


⑤活用
	１３. 学んだ科学的な知識や概念を活用する学習内容が工夫されているか。
	■活用してみよう
・学習したことを日常生活の場面で活用できないかを考えたり，説明したりする場面として新設しています。
	[１年]p.22,171,200,213,219
[２年]p.37,77,161,211
[３年]p.64,131,144,240


⑥言語活動
	１４．言語活動の充実を図り，思考力・判断力・表現力等を育成するための配慮がされているか。
	・様々な場面の中で，思考し，表現する活動を豊富に用意しています。
・教科書を読むだけでなく，マイノートに書いて
考え，判断し，表現する力を育成します。
	本冊，マイノート全般

	１５．言語活動の充実のための話し合いやグループ学習などの協働的な学びが工夫されているか。
	■話し合いと協働学習の場
・話し合いや協働学習をする場面を設定し，思考の広がりや深まりとともに，判断力，提案力の基礎を培うようにしています。
・「話し合ってみよう」「理科における話し合いと発表」等の豊富な場面設定により，自分の考えを提案・発表したり，他者とコミュニケーションしたりする活動を充実させています。
	●話し合ってみよう
[１年]p.71,123,134,167
[２年]p.30,38,47,56,75,138,170
[３年]p.4,14,89,105,191,221,231,235,247
●マイノート協働学習の場面
[マイノート１年]p.12,16

[マイノート２年]p.3,6

[マイノート３年]p.8,16

●理科における話し合いと発表
[１年]p.256-257 [２年]p.266-267

	１６．観察・実験の結果を整理しまとめ，考察する学習活動が工夫されているか。
	■観察・実験の結果と考察
・「結果」には，操作との対応を明確にするため，｢ステップ○で～」という表記を入れています。また，「考察」には，発達段階を考慮し，1年は結果との対応を明確にするため，「結果○から～」という表記を入れています。これらにより，結果を分析し，解釈する思考力・表現力を育成できます。
・結果を整理する技能を養うため，独立変数，従属変数を意識しながら，観察・実験の結果を表に整理し，まとめる活動を充実しています。
	●表に整理し，まとめる活動
[１年]p.19,125,131,145,181,186-187,193,

211,221
[２年]p.17,46,54,193,197,201,207
[３年]p.22,87,115,165,175,177
[マイノート１年]p.20,21

[マイノート２年]p.15,16,22

[マイノート３年]p.13

	１７．科学的な言葉や概念を使用して考えたり説明したりする活動の工夫がされているか。
	■マイノート「サイエンスアプローチ」
・観察・実験の前後に科学的な言葉や概念を使用して，書きながら科学的な思考が深められる工夫をしています。
■レポートによる科学的な表現活動
・表現の例として，「わたしのレポート」「きみも科学者」のレポート例を掲載しています。
■問題による表現活動
・マイノート「力だめし」「学年末総合問題」は，科学的な言葉を使って説明したり論述したりする問題を多く掲載し，読解力や表現力を育成できるようにしています。
	●サイエンスアプローチ
[マイノート１年]p.1-22

[マイノート２年]p.1-22

[マイノート３年]p.1-18

●わたしのレポート
[１年]p.7,98 [２年]p.176 [３年]p.88など
●きみも科学者「レポート例」
[１年]p.232-233 [２年]p.246-247

[３年]p.264-265
●[マイノート全学年]力だめし
●学年末総合問題
[マイノート全学年]学年末総合問題

	１８．図やグラフを活用して自分の考えをまとめ，表現する活動の工夫がされているか。
	■文章記述の表現力だけでなく，作図やグラフの作成など，理科としての表現力や読解力をバランスよく育成できるようにしています。
■マイノート「サイエンスアプローチ」は，観察・実験の前後において，予想，計画，分析，解釈にかかわる考察を，作図やグラフ作成・読みとりも活用して論理的に行うようにしています。
	●マイノート「サイエンスアプローチ」
[マイノート１年]p.2,3,4,7,8,9,10,11,15-22
[マイノート２年]p.2-12,14,15,19,21
[マイノート３年]p.2,4-12,17,18



	１９．言語活動の充実のため，まとめ方やノートの書き方について配慮されているか。
	■学習のまとめ
・学習のまとめは，生徒が主体的に学習内容をまとめる手本として活用できるようにしています。
■ノートのくふう
・マイノートプラス「ノートのくふう」では，ノートをとるときの工夫を具体的に紹介しています。
	●学習のまとめ
[１年]p.54-55,106-107,172-173,226-227
[２年]p.60-61,112-113,178-179,242-243
[３年]p.28-29,76-77,134-135,
198-199,260-261
●ノートのくふう[マイノート１年]p.72
[マイノート2,3年]p.74


⑦体験的な活動，ものづくり
	２０．継続的な観察，定点観測など体験的な活動を適切に行うことができるか。
	■継続観察と定点観察
・季節や時間にともなう変化や，現象の全体像把握のために，継続観察や定点観測の場面には，マーク表示しています。
	[１年]p.3,5,21
[２年]p.87,248
[３年]p.5,12,43,53 など

	２１．原理や法則の理解を深めるものづくりについて工夫されているか。
	■ものづくりの活動
・活動タイプの「ぶれいくtime」や「きみも科学者」のテーマ例では，ものづくりの活動を紹介しています。
	[１年]p.195,225 [２年]p.21,141,241
[３年]p.24,128 など
●きみも科学者「テーマ例」
[１年]p.234-235 [２年]p.248-249など



４．内容の構成・配列・分量
	観　点
	啓　林　館　の　特　色
	具　体　例

	１.「確かな学力」を付けるために，学習内容が確実に習得できる構成となっているか。
	■本冊とマイノートによる構成
・読んで理解する本冊と，書いて理解するマイノートにより，学習内容が確実に習得できるようにしています。
	[本冊全学年]
[マイノート全学年]


	２．内容は生徒の心身の発達の段階に応じて，系統的・発展的に構成され，各分野，領域及び内容に偏りがなく調和がとれているか。
	■系統性を踏まえた構成
・「生命」「地球」「物質」「エネルギー」の4つの領域（3年は「環境」を含む５領域）のインデックスを設け，小学校のＡ区分・Ｂ区分から，高校物理・化学・生物・地学への系統性を示しています。
・１年の最初に，序章「自然の中に生命の営みを見つけてみよう」という小学校理科のような小さな単元を設定し，小・中学校の理科をスムースにつなぐようにしています。
	●1年序章
[１年]p.2-11

	３．学習指導要領に示されていない，発展的な学習内容を生徒の理解や習熟度の程度に応じて工夫して取り扱っているか。
	・上位学年や高校での学習内容，学習指導要領に示されていない内容を「発展」マークを付して示しています。なお，3年の「発展」のうち，高校理科の基礎科目につながる内容には，「○○基礎へ」のマークを付しています。
	●発展的な学習内容
[１年]p.43,50,64,99,152,159,205など
[２年]p.9,24,72,84,121,180,232,265など
[３年]p.8,24,49,96,178,216,289など

	４．全学年の単元の学習順序について，柔軟に構成できるものとなっているか。
	・どの単元から学習をはじめても支障のないように構成し，地域の気候特性や各学校の履修形態に合わせて，同一学年内での単元順序の入れ替えが自由に行えるようにしています。

	５．学年間の関連が配慮されているか。
	■下位学年とのつながり
・章の先頭及び単元内の適所に「ふり返り」を設け，小学校理科や下位学年の既習事項を踏まえた上で，新たな学習に取り組めるようにしています。また，どの学年での既習かもわかるように表示しています。
	●ふり返り
[１年]p.16,21,60,64,122,138,178,200など
[２年]p.4,5,14,66,70,126,132,184,208など
[３年]p.4,34,50,86,114,140,154,204など


	６．全体，各内容の分量と配分は，授業時数から見て適切か。

	■余裕をもたせた配当時数
・学習指導要領の内容・取扱いに配慮し，配当時数は余裕をもって指導できるようにしています。
■フレキシブルな観察・実験
・観察・実験は「生徒観察・実験」，「ためしてみよう」，「図示実験」の3段階で，柔軟な授業運営の一助となるようにしています。
	●配当時数
[１年]97時間
[２年]123時間
[３年]116時間

	７．2学期制，3学期制に対応できるようになっているか。
	■単元より小さな章単位での確認
単元の各章ごとに，マイノートの「基本のチェック」を設定し，2学期制でも3学期制でも区切りよく，学習内容を確認できるようにしています。
	●マイノート「基本のチェック」
[マイノート１年]p.24-31,36-41など
[マイノート２年]p.48-55,60-65など
[マイノート３年]p.20-23,60-63など

	８．自己評価や観点別評価など，評価を行う場面が工夫されているか。
	■多様な評価の場面
・章扉にある「ふり返り」は，診断的評価に活用できます。
・マイノートの「基本のチェック」は，単元より小さな章単位での形成的評価に活用できます。マイノートの「力だめし」は，単元の総括的評価になるとともに，解答に観点別評価の観点を記載しているので，自己評価も可能です。
・マイノートの最後にある「学年末総合問題」，「中学校総合問題」（3年のみ）は，学年末，中学校理科全体の総括的評価に活用できます。
	●診断的評価「章扉のふり返り」
[１年]p.36,72,84 [２年]p.80,153,184,222

[３年]p.67,112,217,226など
●基本のチェック
[マイノート１年]p.36-41,46-53など
[マイノート２年]p.48-55,60-65など
[マイノート３年]p.28-33,38-41など
●力だめし
[マイノート１年]p.32-34など
●総括的評価「学年末総合問題」
[マイノート２年]p.70-71など
●総括的評価「中学校総合問題」
[マイノート３年]p.70-71 など

	９．中学校の内容を過不足なく履修でき，高等学校入試問題への対応が配慮されているか。
	・学習指導要領の内容はもとより，発展的な学習のための教材を豊富に用意しています。
・マイノート「ステップアップ」の3段階構成「基本のチェック」→「力だめし」→「学年末総合問題」と「中学校総合問題」（3年）は，基礎・基本から応用問題，科学的な思考力を要する問題，読解力を要する問題についても対応できるようにしています。
	●マイノート「ステップアップ」
[マイノート１年]p.23-69
[マイノート２年]p.23-71
[マイノート３年]p.19-71


５．観察・実験
	観　点
	啓　林　館　の　特　色
	具　体　例

	１．観察・実験などの数や程度は適切か。
	・学習指導要領に示された観察・実験を「生徒観察・実験」として過不足なく取り上げています。
・観察・実験は，必ず行ってほしい「生徒観察・実験」，演示実験や代替実験として活用できる「ためしてみよう」，「図示実験」の3段階として，フレキシブルに活動できるようにしています。
	●ためしてみよう
[１年]p.10,76 [２年]p.131,215
[3年]p.5,163など
●図示実験
[１年]p.34,155 [２年]p.36,205
[３年]p.60,110など

	２．目的意識をもって主体的に観察・実験が行えるよう，目的や課題等が適切に示されているか。
	・観察・実験には,「目的」を新設して解決すべき課題を明示し，方法をステップ分けし，目的意識と見通しをもって取り組むことができるようにしています。
・生徒観察・実験のタイトルは，課題を端的に体言止めで提示しています。
	●生徒観察・実験
[１年]p.39,49,62,89,131,163,202,211,221
[２年]p.16,41,71,75,135,173,196,201,230

[３年]p.6,22,53,69,91,117,142,175,213
など

	３．観察・実験を計画し，結果を分析，解釈することについて，工夫がされているか。
	■サイエンスアプローチ
・観察・実験前に取り組む，予想・計画にかかわる場面
→「実験〇へのアプローチ」
・観察・実験後に取り組む，結果の分析・解釈にかかわる場面
→「実験〇からのアプローチ」
	●観察・実験○へのアプローチ
[１年マイノート]p.4,12,19 など
[２年マイノート]p.3,9,10,16 など
●観察・実験○からのアプローチ
[１年マイノート]p.3,9,15,18 など
[３年マイノート]p.2,4,8,12 など

	４．観察・実験の結果を整理し，考察する学習活動が工夫されているか。
	■結果・考察
・バックに黄色のアミを敷いて注目させ，結果と考察を分けて示し，目的に対応する結果，結果についての考察を意識できるようにしています。
■マイノート基本のチェック「観察・実験の確認」
・各観察・実験の結果・考察についての基本内容が確認できるようにしています。
	●観察・実験の確認
[マイノート１年]p.24,26,28,30,36,38,
40,46,48,50,52,58,60,62
[マイノート２年]p.24,26,28,31,38,

39,40,41,48-49,52-53,54,60,61,62,64,65
[マイノート３年]p.20,22,28,30,31,32,38,

39,40-41,46,48-49,50-51,52,60,63

	５．器具・材料は入手しやすく，身近なものや自然なものを使用しているか。
	■入手しやすく，使いやすい器具・材料
・生徒観察・実験の素材は，特殊なものは避けて，入手しやすいものを選んでいます。また，器具は安全かつ確実に観察・実験を進めるために一般的なものを使用し，電子てんびんや簡易型の電気分解装置，気体検知管など，学校に普及しつつある使いやすいものも導入しています。
・活動タイプの「ぶれいくtime」やきみも科学者のテーマ例では，生徒が家庭でも行えるよう配慮し，身近な素材を使うようにしています。
	●使いやすい器具
[１年]p.40,132 [２年]p.134 など
●身近な素材を利用した活動
[１年]p.195,225,232-235
[２年]p.21,141,241,246-249
[３年]p.24,128,264-267
など

	６．基礎的・基本的な観察・実験操作の技能を習得するための工夫がされているか。
	■観察・実験の技能の確実な習得
・基本的な技能の習得が図れるように，よく使う顕微鏡やガスバーナーについては，関連単元の近くに「サイエンス資料」として紹介しています。
・特定の観察・実験で使う技能は，「実験のスキル」で，観察・実験とセットで紹介しています。
・スケッチやグラフ，表による表現については，マイノートでも習得できるようにしています。
	●サイエンス資料
[１年]p.12-13,112-119 [２年]p.118-119
●基礎的・基本的な技能の習得
○グラフのかき方，読み取り方
[１年]p.164,212
[マイノート１年]p.8,15,17,21
○メスシリンダーを使った測定
[１年]p.132,255
[マイノート１年]p.13,46

	７．安全，衛生，事故の防止に十分留意した内容となっているか。
	・安全に配慮すべき点がより確実に伝わるように，８つの安全マークには，文字を添えています。
・注意すべき点は，注意マークとていねいな注意書き（朱赤文字）で示しています。また，うまく進めるコツをポイントとして示しています。
・実験を正しく安全に進めるために「実験のスキル」で詳しく解説しています。
・１年のサイエンス資料②「実験を正しく安全に進めるために」で，実験時の行動を自己確認する「実験チェックリスト」，ガラス器具などの扱い方，薬品のとり方，気をつけたい実験操作など，中学校理科全般にわたって共通して必要となる注意点やスキルをていねいに紹介しています。
・２年のサイエンス資料①「危険に備えて」（３年にもあり），②「ガスバーナーの使い方」では，1年の再確認ができるようにしています。
	●安全マーク・注意マーク・
ポイントマーク
[１年]p.⑤[２,３年]p.③で解説しています。
●実験を正しく安全に進めるための資料
[１年]p.40,112-119,181,258 など
[２年]p.6,118-119,134,200,268 など
[３年]p.52,124,291 など


６．各地の特色ある教育への対応
	観　点
	啓　林　館　の　特　色
	具　体　例

	１．各地で実施されているきめ細かな個に応じた指導ができるよう，習熟度別指導，補充的な学習，発展的な学習などに対応できるよう工夫されているか。
	・マイノートの「ステップアップ」は，「基本の
　チェック」→「力だめし」→「学年末総合問題」（→3年では「中学校総合問題」）と段階的にレベルアップする展開とし，習熟度別指導，補充的な学習，発展的な学習などに対応できるようにしています。
	●マイノート「ステップアップ」
[マイノート１年]p.23-69

[マイノート２年]p.23-71

[マイノート３年]p.19-71

	２．地域の環境，素材や施設，人材を活かした学習ができるように配慮されているか。
	・主に生命単元の本文や「地域・環境資料集」などで，様々な動植物を紹介し，地域の自然の多様性と豊かさに目を向けさせるようにしています。なお，特定の地域だけを集中的に取り上げないよう，できるだけ広範囲にわたるよう配慮しています。
・地域施設にも目を向けられるよう「地域の施設を活用しよう」を設けています。
	●地域・環境資料集
[１年]p.236-249

[２年]p.250-263

[３年]p.268-281

●地域の施設を活用しよう
[１年]p.⑧⑨


	３．放課後や土曜日を利用した教育活動などの多様な教育形態への対応は工夫されているか。
	・「ぶれいくtime」「地域・環境資料集」「きみも科学者」などの資料を豊富に用意し，多様な教育・学習形態に対応できるようにしています。
・本冊とマイノートの組み合わせにより，多様な教育活動への対応が可能となっています。マイノートは家庭学習や放課後学習などの自学においても活用しやすい構成となっています。
	●ぶれいくtime
[１年]p.28,31,67,78,146,184など
[２年]p.13,21,79,91,141,190など
[３年]p.24,41,49,101,149,210など
●きみも科学者
[１年]p.230-235 [２年]p.246-249

[３年]p.264-267


７．今日的課題
	観　点
	啓　林　館　の　特　色
	具　体　例

	１．小中一貫(小中連携)，中高一貫など小中高の関連に配慮した学習内容が工夫されているか。
	■小学校や下位学年とのつながり
・各章の先頭及び単元内の適所に「ふり返り」を設け，小学校理科や下位学年の既習事項を踏まえた上で，取り組めるようにしています。
・１年の最初に，序章「自然の中に生命の営みを見つけてみよう」という小学校理科のような小さな単元を設定し，小中をスムースにつなぐようにしています。
■上位学年とのつながり
・上位学年や高校での学習内容や学習指導要領に示されていない内容を，「発展」マークを付した上で取り上げています。なお，3年の「発展」のうち，高校理科の基礎科目につながる内容には，「○○基礎へ」のマークを付し，さらに学ぶ意欲や期待感が高まるようにしています。
	●ふり返り
[１年]p.16,21,60,64,122,138,178,200など
[２年]p.4,5,14,66,70,126,132,184,208など
[３年]p.4,34,50,86,114,140,154,204など
●1年序章
[１年]p.2-11
●発展的な学習内容
[１年]p.43,50,64,99,152,159,205など
[２年]p.9,24,72,84,121,180,232,265など
[３年]p.8,24,49,96,178,216,289など
●○○基礎へ
[３年]p.24,25,96-97,107,118,119,123,

131,132-133,178,189

	２．特別支援教育など，多様な生徒の特性に応じて，指導，学習ができるよう配慮されているか。インクルーシブ教育システム充実の観点に則り，合理的配慮のための基礎的環境整備に配慮しているか。
	　特別支援教育の専門家の監修の下，全ての子どもたちが支障なく学習できる環境づくりを目指した，共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育（共育）に配慮しています。
■本文の基本レイアウトの改良
・本冊の紙面デザインをすっきりと，認知・理解しやすくしています。導入部以外では，ページの先頭は本文で始め，図・写真はページの両側か下部に置き，思考と視線の流れを一定としています。
・コラム「ぶれいくtime」は節末にまとめ，途中で学習内容が途切れないようにしています。
・観察・実験の安全マークにはテキストを添えて，意図が確実に伝わるようにしています。
■記述式が苦手な生徒，白紙解答への対応
・マイノートの「サイエンスアプローチ」の記述の場面では，書き出し文や図，結びの文を示したり，キーワードを与えたりすることで，スムースに取り組めるようにしています。
・拡大教科書を用意し，弱視の生徒が支障なく学習できるようにしています。
	●書き出しや結びの文の例示
[マイノート１年]p.3,4,8,9,10,12,15,17,

21,22
[マイノート２年]p.2,4,5,6,7,9,10,
13,14,16,17,18,19,21,22
[マイノート３年]p.4,5,11,13,16

	３．コンピュータ・情報通信ネットワークの活用，情報リテラシーやモラルに配慮した ICT 教育について工夫されているか。
	・「ICTの活用」で，理科における調査・研究の際の情報の入手，データ処理，結果の共有・発表を具体的な学習内容を通して紹介しています。
・ICTの活用が有効な場面では，マークを付して活用を促しています。
	●ICTの活用
[１年]p.250-251
●ICTの活用場面
[１年]p.52,163,234
[２年]p.56,86,89,116,248 [３年]p.61,69

	４．グローバル人材の育成につながる国際理解の推進のために役に立つ内容に
なっているか。
	・海外で活動する日本人の様子や日本の技術が海外でも活用されていることを紹介しています。
・他国の文化や技術，科学者を理解するための資料を掲載しています。
・持続可能な社会を実現するためには，国内だけではなく，各国が協力して課題に取り組む必要があることを示しています。
	●グローバル人材の育成，国際理解
[１年]p.48,174-175
[２年]p.5,57,102,138-139,144,177,
180-181,191,195,202,207,211,220,221,
225,238
[３年]p.23,25,99,106,107,169,172,
288-290 など

	５．総合的な学習の時間，他の教科等との関連が必要に応じて取り上げられているか。
	■総合的な学習の時間との関連
・総合的な学習の時間では「ぶれいくtime」や「きみも科学者」を活用できます。「ぶれいくtime」には，生徒が主体的に観察・実験を行えるテーマも設定しています。「きみも科学者」では，生徒が自ら課題を発見して解決し，発表する能力を育成できる構成にしています。
■他教科への広がり
・単元内の「ふり返り」「なるほど」のうち，他教科と関連しているものに，その教科名を表示し，学習内容を思い出すきっかけを与えています。
・密度や濃度の計算など，算数や数学の内容が理解できていないと，理科の学習に支障をきたすことがあります。全学年に設けた「理科でよく使う算数・数学」で，算数や数学の考え方を紹介し，マイノートで練習できるようにしています。
	●ぶれいくtime
[１年]p.28,31,67,78,146,184など
[２年]p.13,21,79,91,141,190など
[３年]p.8,24,41,49,101,149,210など
●きみも科学者
[１年]p.230-235 [２年]p.246-249
[３年]p.264-267
●他教科関連
[１年]p.64,150,200
[２年]p.15

[３年]p.68,156,190,232
●理科でよく使う算数・数学
[１年]p.252-255 [マイノート１年]p.70-71
[２年]p.264-265 [マイノート２年]p.72-73
[３年]p.286-287 [マイノート３年]p.72-73

	６．職業との関連を重視し，生徒の発達に応じた勤労観・職業観を育み，キャリア教育についての工夫がされているか。
	■「はたらく人に聞いてみよう！」
・学習内容が社会で役立っていることが実感できるように，働く人の生の声を掲載しています。
■「理科の学習を将来につなげよう」
・３年間の学習を終えた後，理科で学習したことが身近な職業にいかされているということを認識させ，将来の自分の職業に夢がひろがる紙面としています。
	●はたらく人に聞いてみよう！
[１年]p.23,65,128,171,175,189
[２年]p.21,85,161,240
[３年]p.26,41,111　
●理科の学習を将来につなげよう
[３年]p.⑥⑦

	７．環境教育やエネルギー教育，ESD（持続可能な開発のための教育）について配慮された内容になっているか。
	■環境
・全学年のガイダンスページは「光」をテーマとし，１・３年は，「太陽の恵み」から環境への課題意識をもてるようにしています。 
・生命単元の本文や「地域・環境資料集」などで，様々な動植物を紹介し，自然の多様性と豊かさに目を向けさせるようにしています。
・環境に関する話題にマークを表示し，環境への意識を高めることができるようにしています。
・３年最終単元は，１・２分野を融合した「環境編」として独立させ，学習した内容を活用して，環境問題，環境保全，持続可能な社会の構築について，科学的な考え方ができるようにしています。
■エネルギー
・３年エネルギー５章では，水力，火力，原子力など多様な方法でエネルギーを得ていることをエネルギー資源の特性とあわせ理解できます。
・エネルギー資源の有限性と有効利用，環境への影響，いろいろな発電の長所・短所などについて，科学的な視点で記述しています。
・東日本大震災後の原子力発電に関する課題を受け，原子力の利用や放射線について，自ら考え判断できるように記述の充実を図っています。
・放射線についての学習は，発達段階を考慮し，１年で放射線の紹介，２年で放射線の発見と医療への利用，３年で放射線や放射性物質の利用と課題の学習へと展開しています。
	●ガイダンスページ
[１年]p.①②③④ [２年]p.①②
[３年]p.①②
●環境マーク
[１年]p.174,234,238,243,246,248
[２年]p.63,79,114,252,254,258,260,

262,263
[３年]p.41,80,210,216,218,219,225,

232,253,266,271,272,274,276,277,

278,279,280,281

●３年環境編
[３年]p.201-263

●エネルギー資源
[３年]p.186-187,190-197,200,256,259
●放射線
[１年]p.228-229
[２年]p.221
[３年]p.194-195


	８．自然災害や防災・減災教育に関する内容は適切か。
	■未来志向型の防災・減災教育
・東日本大震災を受けた後の教科書として，今回柱立てをしてきた考え方は，未来志向型の防災・減災教育です。災害の負の部分だけを学ぶのではなく，経験から得た知恵を中学生の未来・将来につなげ，いかしていけるような形を目指しています。
・１，２年の地球，３年の環境単元３章など，単元内での内容の充実に加えて，巻末の地域・環境資料集も，地域に根ざした防災・減災という観点で題材を取り上げています。
■「これからの自然災害に向けて」
・自然災害を速さの違いで知り，情報や身のまわりの危険度を知ることが，防災・減災にいかされるという学習を受けて，中学生が日常的にできることについての資料を掲載しています。また，近い将来に，起こる可能性が高い南海トラフ巨大地震に向けた各地での取り組みも紹介しています。
	[１年]
・p.60 耐震補強された校舎
・p.63 東北地方太平洋沖地震
・p.65 緊急地震速報
・p.67 自動消火装置
・p.70 首都圏直下の被害想定
・p.78 富士山噴火の可能性
・p.108-110 堆積物から過去の津波にせまる
・p.246 南海地震の伝承
・p.249 阿蘇山の火砕流
[２年]
・p.114-116 局地的大雨から身を守る
[３年]
・p.225 名取のハマボウフウ
・p.226～241の3章全般
・p.258 地震対策と建築物の構造
・p.277 「E-ディフェンス」
・p.280 宇宙の入口
・p.282-285 これからの自然災害に向けて

	９．家庭学習など生徒の自主的，自発的な学習が促され，学習習慣が身に付くよう工夫されているか。
	■マイノート「ステップアップ」
・「基本のチェック」「力だめし」「学年末総合問題」の3段階によるスムースなステップアップで主体的，自主的な学習をしやすくしています。
・「基本のチェック」は用語の確認，観察・実験の確認，要点の確認の３要素で構成し，自学で基礎・基本の確認ができるようにしています。
・マイノートには，すべての課題・問題に対して解答が付いていて，自学がしやすくなっています。

	１０．道徳教育 基本的人権の視点からの内容が配慮されているか。
	・道徳教育の専門家の監修の下，表記や表現に配慮しています。
・イラストや写真では，男女の登場する比率や男女の役割が偏らないように配慮しています。
・CUD(カラーユニバーサルデザイン)の観点から，色覚の特性を問わず，すべての生徒に必要な情報が伝わるようデザイン・配色を行っています。NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構(CUDO)の認証を申請中です。

	１１．道徳教育 規範意識を高め，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養う工夫がされているか。
	・観察・実験は，個々が責任感をもって観察・実験を進められるよう，手順をていねいに示しています。また，安全には十分に配慮しました。
・役割を固定せず，生徒一人ひとりが個性を大切にしながら，互いに協働し，学習を進めていけるよう配慮しました。
	●実験を正しく安全に進めるために
[１年]p.112-119
[２年]p.118-119
●観察・実験の注意マーク
[１年]p.⑤ [２年]p.③ [３年]p.③
●理科における話し合いと発表
[１年]p.256-257 [２年]p.266-267

	１２．道徳教育 生命尊重及び自然を尊重する精神，環境保全に寄与する態度を養う工夫がされているか。
	・生命の歴史や連続性について紹介し，現在ある命の尊さを，実感できるようにしています。
・動物の観察では，動物に負担をかけないよう手早く行い，傷つけないよう注意しています。
・低学年では，環境への意識のめばえを大切にし，高学年では持続可能な社会の実現に集約していくことができるように，全学年にわたって適所に環境に関する話題などを紹介しています。
	●命の尊さ
[１年]p.2-3 [２年]p.58-59など
[３年]p.①②など
●動物の観察
[２年]p.25,47
●環境への意識の芽生え,持続可能な社会
[１年] p.①②③④,174-175,238,243など
[２年] p.62-63,79,114-115,252,254など
[３年]p.41,80,201-263,271,272,274など

	１３．伝統と文化，他国を尊重する態度が育成できる内容になっているか。
	・自然科学・科学技術の発展に貢献した科学者や技術者を紹介しています。探究する姿を学ぶことで，人間形成につながるようにしています。
・昔の人が見つけた知恵や受け継がれている様々な工夫を紹介し，先人の知恵の価値に気づかせ，直面する高齢化社会において，高齢者から学ぶ気持ちを育むことができるようにしています。
・様々な地域の自然や産業，伝統文化，自然環境と人とのかかわりなどの話題を取り上げ，郷土と我が国を愛する心を育むようにしています。特に世界に誇る日本の技術を紹介しているところでは「日本の技」，文化を紹介しているところでは「伝統文化」というマークで示しています。
・持続可能な社会を実現するために，国内だけではなく，各国が協力して課題に取り組む必要があることを示しています。
	●科学偉人伝
[１年]p.48,53,210
[２年]p.5,57,73,138,139,220,238など
[３年]p.23,25,99,106,180
●先人の知恵袋，日本の技，伝統文化
[１年]p.35,43,58,91,155,174,228

[２年]p.21,80,161,165,180,233,⑥-⑦
[３年]p.33,39,40,49,80,131,137,214,
241,250　など
●地域・環境資料集
[１年]p.236-249  [２年]p.250-263
[３年]p.268-281
●国際理解
[１年]p.174-175 [３年]p.262-263


８．資料
	観　点
	啓　林　館　の　特　色
	具　体　例

	１．図や写真は鮮明で，生徒の理解と学習効果，将来への展望など興味・関心を高めることができるようになっているか。
	・最新のフルカラー印刷で図や写真を鮮明に再現しています。
・各単元末には結びの章として終章「ひろがる世界」を設定し，日常の話題，最新の科学技術，防災・減災，エネルギーに関する話題など多方面から取り上げています。学習内容を広げ深め，習得した技能や知識を応用・活用する場面を紹介し，理科の有用性や未来への期待感を高めることをねらいます。
	●ひろがる世界
[１年]p.56-57,108-110,174-175,228-229

[２年]p.62-63,114-116,180-181,244-245

[３年]p.30-31,78-80,136-137,200,262-263

	２. 読み物資料，目次，索引などは，必要に応じて利用しやすいように配置されているか。
	■コラム「ぶれいくtime」
・質，量ともに充実させたコラム「ぶれいくtime」は，本文途中に置くことを避けて節末に置き，学習展開が途切れないようにしています。また，共通のオレンジ枠を用いることにより，視覚的にも，必修内容の本文との区別がわかりやすくしています。
■「サイエンス資料」
・「サイエンス資料」は，基本的には学習内容に近い場所に配置し，汎用性の高いものは巻頭・巻末などに配置して使いやすくしています。
■もくじ
・サイエンス資料，観察・実験器具の使い方，発展など必要な情報にアクセスしやすい構成としています。
■さくいん
・教科書中の太字は全て掲載しており，重要語句やキーワードを探しやすくしています。使い勝手を良くしています。

	３．資料は正確で，新しいか。
	・教科書発行時に最新で正確な資料の掲載を心がけています。
・災害等の資料は，話題性を優先するのでなく，より新しいものを検討しながら,理科的な事実が正確に伝わることと被災者の方の心情に配慮して選定しています。


９．表記・表現
	観　点
	啓　林　館　の　特　色

	１．文章表現や漢字・かなづかい・用語・記号・計量単位・図版・写真などの表現は，論理的でわかりやすいか。
	・発達段階に配慮して，わかりやすく端的な文章表現，図版・写真となるようにしています。
・理科用語や記号は，学習指導要領，学術用語集，JIS等にしたがって適切に表記しています。
・常用漢字表の漢字を使用し，小学校６年配当の漢字，また，小学校の学習漢字以外の常用漢字は，全て節単位の初出でルビをふるようにしています。
・わかりやすく，科学的で論理的な表現を心がけています。

	２．文字の大きさ・字間・行間・書体などは適切でユニバーサルデザインに配慮されているか。
	・文字の大きさや書体，字間，行間の設定にあたっては，生徒にとって読みやすく，なじみやすいものを選ぶように配慮しています。文字の大きさや書体などの軽重の付け方も，タイトルや重要語句，学習課題など用途に応じてわかりやすく区別しています。
・1年の文字サイズを当社小学校理科6年と中学校理科2・3年の中間サイズとし，生徒が小学校教科書から中学校教科書にスムースに移行ができるようにしています（中1ギャップに対応）。

	３．文章・図版等のレイアウト・割付について，多様な生徒にとってわかりやすく見やすい，ユニバーサルデザインや生徒の発達の段階に応じた工夫が見られるか。
	・情報と視線の流れを意識し，ページの先頭は本文で始め，図・写真は，ページの両側または下部に置き，生徒が落ち着いて認知できる紙面としています。
・コラム「ぶれいくtime」は本文途中に置くことを避けて節末に置き，学習展開が途切れないようにしています。また，共通のオレンジ枠を用いることにより，視覚的にも，必修内容の本文との区別がつきやすくしています。
・色覚に配慮した単元ごとのカラーを採用し，見やすいデザインとしています。


１０．印刷・造本
	観　点
	啓　林　館　の　特　色

	１．印刷は鮮明か。
	・写真の印刷効果の高い用紙を新開発して使用し，目にやさしく，読みやすい紙面になるように，光沢を抑える工夫を行っています。
・マイノートもフルカラーとしています。

	２．用紙や造本の耐久性は十分か。
	・持ち運びの負担を配慮した一方で，生徒の取扱いや，理科室での使用など長期間の使用に耐えることができる軽くて丈夫な用紙を用い，堅牢な造本をしています。また，マイノートの用紙は，筆記特性にすぐれたものを用いています。

	３．学習効果の上で，造本上の工夫はされているか。耐久性は十分か。
	・教科書を広げやすく，書き込みしやすい製本様式を採用しているため，紙面をより大きく有効活用できています。
・「本冊」と「マイノート」の２冊構成により，本冊を参照しながらマイノートに書き込む作業を行うことができます。また，マイノートを回収することで，生徒の学習履歴や定着度を確認することもできます。

	４．体裁がよく，生徒が使いやすいよう配慮されているか。
	・教科書を使った作業がしやすいように，本冊はページを左右いっぱいに開くことができる「あじろ綴じ」製本形式を採用しています。
・マイノート(別冊)は，中綴じ製本ですが，怪我をしないように針金を曲げて加工しています。
・本冊，マイノート(別冊)の表紙に名前欄を設け，大切に使用できるよう配慮しました。

	５．表紙・裏表紙などの体裁は工夫されているか。
	・前見返し，後見返しを付けるなど長期間の使用に耐え得るように，きわめて堅牢に製本しています。
・表紙には厚い紙を使用し，汚れにくくて丈夫な加工を施しています。

	６．印刷，製本において環境やアレルギーへの配慮はされているか。
	・環境にやさしい再生紙や化学物質を抑えた植物油インキを使用するなど，環境やアレルギーなどにも配慮しています。

	７．供給についての配慮はされているか。
	・本冊，マイノートとも同時に無償供給します。それぞれに教科書番号を付し，いずれかのみを紛失した際にも，個別に購入できるようにしています。

	８．多様な色覚への対応に配慮したカラーユニバーサルデザインの考え方を踏まえた編集となっているか。
	・全体を通して統一されたデザイン，落ち着いた色使いを心がけ，読みやすく，学習に集中できる紙面としています。
・色づかいについては，単元ごとに決めた色（単元カラー）と，構成要素ごとに決めた色（構成要素カラー）を使い分け，全体の調和を図るととともに，カラーユニバーサルデザイン対応を図っています。
・本冊単元末の「学習のまとめ」（各2ページ）と，マイノートの「用語の確認」で，青色シートを利用して重要語句を繰り返し学習できるようにしています。新たに独自開発した青色シート（カラーユニバーサルフィルター，特願：2014-054252）は色覚の個人差によらず，だれでも使える学習ツールです。
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